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The purpose of this study is to assess changes in the community of the temporary housing. 
Understanding the process of community change is important. Therefore, we conducted a 
questionnaire survey on the changes from moving in to consolidating after the Kumamoto 
earthquake. As a result, it became clear that it is important for NPOs, municipalities, and local 
communities to provide events and intangible support to disaster victims especially during the 
consolidating period. 



















本稿で対象とする熊本地震は，2016 年 4 月 14 日 21
時 26 分に前震， 16 日 1 時 25 分に本震が発生した。
どちらも震度 7 を観測し，九州では初，日本でも観測
史上 4，5 度目である。熊本地震により，死者 64 名，
重軽傷者 1,816 名の人的被害が，住家被害は熊本をは





































1)。A 団地のみ木造で，他 4 団地はプレハブ造である。
入居は工事完了後順次行われ，住宅のほかにみんなの





行った(2017 年 11 月実施，回収率 40.1％)。 
次に熊本デフォルト・デザイン 2)を評価するため，
小森仮設団地を対象に，住宅前の物品（表出とあふれ
だし）と人の滞留について 2016 年 10 月～2017 年 1 月
に計 3 回マッピング調査を行った。 
さいごに集約期におけるコミュニティ変化を把握す
るため， 2019 年 6 月 27 日より仮設住宅の集約を実
施している小森仮設団地（A～E 団地）を調査対象と
して，2019 年 7 月 21 日に A 団地自治会長，2019 年 9
月 20 日に支え合いセンター職員へヒアリング調査を
行った。さらに集約が行われた西原村小森 B 仮設団
地・49 戸に対してアンケート調査(2019 年 11 月 30 日






















構造種別の内訳は，プレハブ応急仮設住宅が 3,620 戸 
表 1 小森団地の概要 
表 2 仮設団地建設前とその後 
第1団地 第2団地 第3団地 第4団地 第5団地
敷地面積 約50,000㎡ 約1,500㎡







































































熊本県は 2020 年 10 月 1 日，熊本地震の仮設住宅で
2021 年 4 月以降に入居期限を迎える被災者のうち，公
共事業の影響で自宅再建が難しい世帯を対象に期限を








集約状況として，2019 年 4 月時点で 16 市町村中 10 














熊本地震の発生から 4 年半を迎えた 2020 年 9 月時点
で仮住まいの世帯数は 331 世帯であった(図 1)。これは
ピーク時 20,255 世帯の 1％程度にあたる。331 世帯の
内訳は，建設型応急仮設住宅に 138 世帯，借上型仮設
住宅に 190 世帯，公営住宅等に 3 世帯である。建設型
応急仮設住宅への入居世帯数の 138 世帯は，整備完了
であるピーク時の 4303 戸の 3％程度にあたり，民間事
業者の賃貸住宅を国や自治体が借上げ，被災者に提供
した借上型仮設住宅の 190 戸，入居人数 514 人は発災






























































地縁に配慮したタイプ 3，4，5 は全体の約 7 割を占め，
地縁に配慮なしのタイプ 1，2 は全体の約 3 割程度で
あった。
既往論文 2)で詳述した通り，タイプ 1～4 の仮設団地
を対象としたアンケート調査を 2017 年 11 月に実施し
た。配布枚数は全体で 690 枚，回収枚数は全体で 277


































































































































































































図 1 応急仮設住宅等の入居推移（戸数）注 3)
 
旧七滝中仮設団地(きゅうななたき) 公有地 24 プレハブ 6/27 14 26 58.3
木倉仮設団地(きのくら) 不明 15 プレハブ 6/27 9 23 60.0
高木仮設団地(たかき) 公有地 22 プレハブ 6/27 12 26 54.5
七滝仮設団地(ななたき) 民有地 14 プレハブ 7/14 9 20 64.3
田代東部仮設団地(たしろとうぶ) 公有地 13 木造 9/1 9 18 69.2
小坂仮設団地(おざか) 民有地 24 プレハブ 7/19 15 49 62.5
玉虫仮設団地(たまむし) 公有地 16 プレハブ 8/10 11 26 68.8
ふれあい広場仮設団地 公有地 22 プレハブ 7/21 19 40 86.4
南木倉仮設団地(みなみきのくら) 民有地 55 木造 27戸山都町へ譲渡 9/22 42 88 76.4
今城仮設団地(いまじょう) 民有地 33 プレハブ 8/13 21 54 63.6
陣仮設団地(じん) 民有地 12 プレハブ 8/4 9 24 75.0
滝川仮設団地(たきがわ) 民有地 21 木造 4戸山都町へ譲渡 9/16 16 46 76.2




10/17 10 26 83.3
ふれあい広場第2仮設団地 民有地 20 プレハブ 8/19 14 30 70.0
高木第2仮設団地(たかき) 民有地 8 プレハブ 8/19 5 11 62.5
下高野仮設団地(しもたかの) 民有地 11 プレハブ 8/19 5 12 45.5
東小坂仮設団地(ひがしおざか) 民有地 10 木造 9/1 2 4 20.0
下高野第2仮設団地(しもたかの) 民有地 22 プレハブ 10/25 16 36 72.7
落合仮設団地(おちあい) 民有地 42 木造 11/16 37 88 88.1
16 プレハブ 11/5 14 38 66.7
5




6/14 16 38 41.0
19 プレハブ 6/25 15 26 78.9
4 プレハブ 9/23 4 7 100.0
15 プレハブ 6/16 6 13 40.0
11 プレハブ 7/1 6 13 54.5
宮ノ前公園仮設団地(みやのまえ) 公有地 15 プレハブ 6/25 4 10 26.7
下仲間公園仮設団地(しもなかま) 公有地 21 プレハブ 6/21 8 14 38.1
北甘木公園仮設団地(きたあまぎ) 公有地 16 プレハブ 6/18 14 34 87.5
上川原公園仮設団地(かみかわはら) 公有地 14 プレハブ 7/1 8 16 57.1
同尻公園仮設団地(どうじり) 公有地 8 プレハブ 6/24 6 13 75.0
西原公園仮設団地(にしばる) 公有地 14 プレハブ 7/1 9 24 64.3
上仲間仮設団地(かみなかま) 民有地 20 プレハブ 7/29 8 22 40.0
かいね公園仮設団地 民有地 12 プレハブ 9/6 6 20 50.0
計 208 110 250 52.9
津森仮設団地(つもり) 公有地 73 プレハブ 6/20 46 114 63.0
赤井仮設団地(あかい) 公有地 35 プレハブ 6/14 24 57 68.6
広崎仮設団地(ひろさき) 公有地 53 プレハブ 6/14 43 110 81.1
テクノ仮設団地 民有地 516 プレハブ 7/17 330 804 64.0
安永仮設団地(やすなが) 民有地 70 プレハブ 7/12 44 116 62.9
飯野小仮設団地(いいのしょう) 公有地 48 プレハブ 7/1 26 55 54.2
48 プレハブ 7/27 32 74 66.7
34 プレハブ 9/21 15 37 44.1
166 プレハブ 8/9 166 384 75.5
54
馬水仮設団地(まみず) 民有地 77 プレハブ 7/22 53 132 68.8
馬水東道仮設団地(まみずひがしみち) 民有地 56 プレハブ 8/6 47 114 83.9
平田仮設団地(ひらた) 民有地 48 プレハブ 9/3 27 71 56.3
櫛島仮設団地(くしじま) 民有地 41 プレハブ 8/29 21 44 51.2
馬水西原仮設団地(まみずにしばる) 民有地 54 プレハブ 9/27 36 84 66.7
安永東仮設団地(やすながひがし) 民有地 43 プレハブ 9/29 27 58 62.8
惣領仮設団地(そうりょう) 民有地 63 プレハブ 10/5 50 110 79.4
東無田仮設団地(ひがしむた) 民有地 13 プレハブ 9/27 10 23 76.9
木山上辻仮設団地(きやまかみつじ) 民有地 64 プレハブ 10/19 43 99 67.2
福富仮設団地(ふくどみ) 民有地 6 木造 町営住宅に転用予定だ 11/16 5 11 83.3
計 1562 1045 2497 66.9
白旗仮設団地(しらはた) 公有地 90 プレハブ 6/5 48 112 53.3
乙女仮設団地(おとめ) 民有地 48 プレハブ 7/27 29 82 60.4
乙女第二仮設団地(おとめ) 民有地 26 プレハブ 8/5 12 25 46.2
白旗第二仮設団地(しらはた) 公有地 19 プレハブ 8/12 8 18 42.1
23 プレハブ 8/22 10 23 43.5
8 プレハブ 9/9 2 7 25.0
9 プレハブ 9/20 6 11 42.9
5
計 228 115 278 50.4
山都町原団地(はら) 民有地 6 木造 7/1 4 12 66.7
計 6 4 12 66.7
野津仮設団地(のづ) 不明 14 木造 7/8 9 33 64.3
鹿島仮設団地(かしま) 不明 14 木造 10 26 71.4
島地仮設団地(しまち) 公有地 11 木造 8/29 9 18 81.8
計 39 28 77 71.8





























塚原仮設住宅(つかわら) 公有地 96 プレハブ 6/21 62 139 64.6
さんさん2丁目仮設住宅 公有地 16 プレハブ 6/30 12 26 75.0
秋津中央公園仮設住宅(あきつ) 公有地 54 プレハブ 7/5 37 82 68.5
平原仮設住宅(ひらばる) 公有地 27 プレハブ 7/11 18 40 66.7
藤山仮設住宅(ふじやま) 公有地 150 プレハブ 8/5 79 176 52.7
南田尻仮設住宅(みなみたのしり) 公有地 28 プレハブ 7/31 19 39 67.9
舞原仮設住宅(まいのはら) 民有地 87 プレハブ 8/9 55 136 63.2
東町仮設住宅(ひがしまち) 公有地 38 プレハブ 8/27 27 48 71.1
藤山第2仮設住宅(ふじやま) 公有地 45 プレハブ 10/6 28 66 62.2
計 541 337 752 62.3
高柳仮設団地(たかやなぎ) 公有地 42 プレハブ 6/26 17 36 40.5
境目仮設団地(さかいめ) 公有地 24 プレハブ 6/19 11 25 45.8
13 プレハブ 8/16 2 4 11.1
5
浦田仮設団地(うらた) 公有地 33 プレハブ 9/27 14 38 42.4
境目第3仮設団地(さかいめ) 公有地 12 木造 10/18 9 22 75.0
境目第2仮設団地(さかいめ) 公有地 14 木造 11/2 8 16 57.1
計 143 61 141 42.7
30 木造 6/21 21 46 70.0
44 木造 8/10 32 76 72.7
20 木造 7/29 13 31 65.0
19 木造 8/3 13 32 68.4
10 木造 6/17 9 23 90.0
10 木造 8/10 7 19 70.0
御領仮設団地(ごりょう) 公有地 10 木造 7/29 9 24 90.0
井尻仮設団地(いじり) 公有地 20 木造 11/2 19 45 95.0
曲野長谷川仮設団地(まがのはせがわ) 公有地 13 木造 10/28 12 27 92.3
計 176 135 323 76.7
内牧団地(うちのまき) 公有地 19 木造 7/26 18 53 94.7




8/25 21 52 80.8
北塚団地(きたづか) 公有地 30 木造 8/29 23 55 76.7
計 101 78 205 77.2
11 木造 7/20 7 13 63.6
4 木造 10/7 6 10 75.0
4
砥用庁舎仮設団地(ともちちょうしゃ) 公有地 7 木造 隣町の山都町に譲渡 8/14 4 10 57.1
10 木造 10/21 11 27 73.3
5
計 41 28 60 68.3
室仮設団地(むろ) 公有地 33 プレハブ 6/23 27 61 81.8
南出口仮設団地(みなみでぐち) 公有地 21 プレハブ 8/5 15 32 71.4
町営グラウンド横仮設団地 公有地 8 プレハブ 9/1 3 6 38.5
 立石仮設団地(たていし) 公有地 8  プレハブ 9/1 - - -
室東仮設団地(むろひがし) 公有地 14 プレハブ 10/7 8 17 57.1
 引水仮設団地(ひきみず) 公有地 7  プレハブ 10/7 - - -
計 91 53 116 69.7
光の森仮設団地(ひかりのもり) 公有地 20 プレハブ 7/6 5 16 25.0
計 20 5 16 25.0
上山鹿団地(かみやまが) 公有地 5 木造 7/31 - - -
上止り山団地(かみとまりやま) 公有地 4 木造 8/13 - - -
計 9 0 0 -
南阿蘇村長陽運動公園仮設団地(ちょうよう) 公有地 56 プレハブ 6/25 37 104 66.1
岩崎仮設団地(いわさか)  ※2 不明 43 プレハブ 6/25 19 33 44.2
南出口仮設団地(みなみでぐち)  ※2 民有地 57 プレハブ 8/5 25 53 43.9
南阿蘇村岸野仮設団地(きしの) 民有地 7 プレハブ 8/2 6 19 85.7
南阿蘇村加勢ノ上仮設団地(かせのうえ) 民有地 65 プレハブ 8/25 31 86 47.7





10/5 48 144 70.6
南阿蘇村陽ノ丘仮設団地(ひのおか) 民有地 92 プレハブ 8/20 53 155 57.6
室第二仮設団地(むろ) ※4 民有地 13 プレハブ 8/26 7 12 53.8
計 401 226 806 56.4
小森第1仮設団地(こもり) 公有地 50 木造 6/18 21 52 42.0
小森第2仮設団地(こもり) 公有地 82 プレハブ 7/9 47 128 57.3
小森第3仮設団地(こもり) 公有地 87 プレハブ 38 101 43.7
小森第4仮設団地(こもり) 公有地 83 プレハブ 43 116 51.8
小森第5仮設団地(こもり) 公有地 10 プレハブ 11/8 4 14 40.0
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図 2 入居タイプ別の近隣の人物 
 
図 3 入居タイプ別の交流頻度 
 












で 16.6％の 277 例中 46 例であった。その中で，仮設



















































































図 6 第 1 回マッピング調査 
(2016 年 10 月 13 日) 
図 7 第 2 回マッピング調査 
(2016 年 12 月 13 日) 
図 8 第 3 回マッピング調査 
(2017 年 1 月 13 日) 
世帯数 植栽 表札 ゴミ箱 物置 
A 団地 50 78% 54% 18% 10% 
B 団地 82 46% 40% 10% 0% 
C 団地 87 37% 41% 16% 29% 
D 団地 83 45% 22% 22% 27% 
全体 302 45% 38% 16% 17% 
世帯数 植栽 表札 ゴミ箱 物置 
A 団地 50 70% 58% 24% 26% 
B 団地 82 52% 43% 24% 27% 
C 団地 87 47% 40% 25% 16% 
D 団地 83 52% 46% 41% 24% 
全体 302 54% 45% 29% 23% 
世帯数 植栽 表札 ゴミ箱 物置 
A 団地 50 48% 62% 32% 22% 
B 団地 82 43% 39% 20% 16% 
C 団地 87 46% 45% 30% 22% 
D 団地 83 55% 45% 34% 25% 









図 9 集約以前居住地が B 団地の新規交流人数 
図 10 集約以前居住地が B 団地以外の新規交流人数 
図 11 集約後における近隣の知人・友人世帯数別の 
交流頻度
図 12 集約後の交流頻度別の集約以前の交流意識 








友人が「10 世帯以上」で 3 件(100%)，「6～9 世(50.0%)，








約後の交流頻度が「週 3 回以上」では 9 件(100%)「週






































































注 2) 熊日新聞 2020 年 10 月 2 日朝刊，2020 年 10 月 17 日朝
刊より
注 3）熊本県 HP 応急仮設住宅の進捗状況について（2020 年
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